
福岡市西部3Rステーション情報誌福岡市西部3Rステーション情報誌福岡市西部3Rステーション情報誌

Vol.135Vol.135
662017.2017.

学習
体験

活動
支援

情報
発信3R 古布を使った季節の押絵古布を使った季節の押絵古布を使った季節の押絵

３Ｒ実践講座講師　小毛田　佳代子さん
　　　　　　　　　石橋　基子さん　　　作品
３Ｒ実践講座講師　小毛田　佳代子さん
　　　　　　　　　石橋　基子さん　　　作品
３Ｒ実践講座講師　小毛田　佳代子さん
　　　　　　　　　石橋　基子さん　　　作品

食べ頃を過ぎた野菜やあまり出番のない調味料、買い過ぎた加工品など、冷蔵庫やキッチンの戸棚の中で、
使い切れないまま残され、捨てられてしまうさまざまな食材。こうした “食品ロス”は、いまや世界共通の問
題となっています。
食品ロスと聞くと、その多くは食品メーカーや飲食店、スーパーといった事業系の廃棄物だと思われがちで

すが、農林水産省の食品廃棄物に関する平成２６年度推計によると、年間６２１万トンとされる食品ロスのう
ち、半数近い２８２万トンが一般家庭から排出されているのです。
そんな持て余した食材を何とかしようと、いま若者たちを中心に注目されているのが、サルベージ・パーティ、

通称“サルパ”です。サルベージとは、もともと「海難救助」とか「沈没船の引き揚げ作業」という意味のことば。
このパーティで救うのはもちろん余った食材です。それらを持ち寄り、みんなでアイデアを出し合いながら調
理を楽しみ、食べつくそうという取り組みです。
目の前にある限られた食材で何が作れるか・・・。自分一人ではどうしてもマンネリになってしまう料理も、

仲間が集まればさまざまな知恵や工夫が生まれるかもしれません。６月は環境月間。親しい人たちとサルベー
ジ・パーティを開き、楽しみながらみんなで“食品ロス”について考えてみませんか。

※福岡市では、飲食店での食べ残しをなくし、食品廃棄物の削減を推進する「もったいない！食べ残しをなくそう
福岡エコ運動」を実施しています。外食や宴会の席でも、食べ切れる分だけを注文し、食品もお金もムダ使いし
ないよう心がけましょう。

食材を使い切り、食品ロスを減らす

“サルパ”を楽しむ❸つのポイント

“サルベージ・パーティ”を開きませんか？“サルベージ・パーティ”を開きませんか？“サルベージ・パーティ”を開きませんか？

参考資料：「使い切る」ための４つのアイデアと50のレシピ（キムラカズヒロ著　誠文堂新光社）
　　　　　農林水産省・一般社団法人フードサルベージ・福岡市HP
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４月２３日（日）、西部３Rステーションの新イベント「リユース陶器市」を開
催しました。好天に恵まれ、予想を上回るおよそ２００人の来場者と１００件を
超える持ち込みがありました。
このイベントは、家庭で不用になった陶磁器を無料で引取り、必要な方に無
料で持ち帰ってもらおうというもの。日本ならではの“もったいない精神”から
生まれた、環境にやさしいイベントです。

今回持ち込まれた陶磁器は、そのほとんどがま
だ十分に使えるものばかり。持ち帰りは一人何点でもOKとあって、皆さん真剣
な表情で、掘出し物探しに夢中になっていました。捨てれば不燃ごみとして埋立
場へ送られる運命の陶磁器が、また別の家庭の食卓で活躍の場を与えられるの
は、まさにリユースの醍醐味ですね。
次回開催は７月２３日(日)。持ち込み・持ち帰りとも無料です。みなさんもぜひ、
不用な陶磁器を持ってきて、お気に入りのものを見つけてみませんか。

有元　葉子　著

キムラ　カズヒロ　著

「大根の皮やニンジンの葉を捨てるって誰が決めたの？」「一玉のキャベツを、
買ったその日に半分使ったとして、あとの半分は残り物？いえいえ、使った半
分と同じキャベツです」（『「使いきる。レシピより』）。
私たちの無意識とも言えるそんな思い込みから、一歩離れて考えてみると、使
い切りのコツが見えてきます。料理のプロである２人の著者がそれぞれの視点
で、買った食材を余すところなく使い切るための知恵と工夫をたっぷり紹介し
てくれる２冊。『「使い切る」ための４つのアイデアと５０のレシピ』には前ペー
ジで紹介した「サルベージ・パーティー」を楽しむアイデアが満載です。

「使いきる。」レシピ

「使い切る」ための４つのアイデアと50のレシピ
サルベージ・パーティーから生まれた

第１回「リユース陶器市」開催しました！第１回「リユース陶器市」開催しました！第１回「リユース陶器市」開催しました！

●持ち込めるもの／洗浄済みの陶磁器（食器等）で、汚れ、破損がなく、
　　　　　　　　　そのまま使用できるものに限ります。
●持ち込めないもの／土鍋等の鍋類、ガラス・木・プラスチック製品。
●対象者／市内在住、または市内に通勤・通学する方（販売業者は除く）。

日時／平成２９年７月２３日（日）　１０：３０～１５：００
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（持ち込みは１４：００まで）
場所／福岡市西部３Ｒステーション

次回は
７月２３日（日）
次回は
７月２３日（日）
次回は
７月２３日（日）

●対象者／どなたでも持ち帰りできます。
　※持ち帰りには必ずエコバッグをご持参ください（紙袋等の用意はありません）。

持ち込み（無料・当日に限ります）

持ち帰り（無料・個数制限なし）

もったいない！ お宅で眠っているその陶磁器、リユースしましょう！

※リユース（Ｒeuse）とは：ごみ減量のキーワード『３Ｒ』のひとつで、「繰り返し使いましょう」という意味。



株式会社ダスキン福岡
　横尾　英聡さん

大量のごみが正しい分別でこんなにコンパクトに

分別ブースの様子

イベント主催者にとって、会場にあふれるごみは大きな問題です。そのごみを減らすお手伝いが
できないかと考え、当社本部から加盟店に貸し出されるテントやごみ箱、のぼりなどの道具を利用
した地域イベントへのエコ・リサイクルブースの出展を思いつきました。もともとダスキンは、使
い捨てをやめて、ごみを出さず、必要なものはレンタルで繰り返し使いましょうというリサイクル
の概念を持った企業。この活動もお世話になっている地域への恩返しという気持ちで行っています。

A．
Ｑ．このプロジェクトについてご紹介ください。

2012年に糸島クラフトフェスに初めて出店して以来、口コミで広がっていき、私も驚いています。
依頼の日程が合えば、私やスタッフが休日返上で出向いていますが、私たちも地域の方たちと交流
するいい機会となっています。同じイベントに
数回参加するうち、お客さんの意識も変わって
きて、子どもたちは競って
分別してくれますし、自分
のごみを分別するだけでな
く、ごみ袋を持ってごみ拾
いに参加してくださる方も
増えてきました。

A．
Ｑ．福岡市や糸島市のイベントではかなり人気のようですね。

イベントに参加する皆さんが当たり前のようにごみの分別やリサイクルをして、“ごみの出ないイ
ベント”ができたら最高ですね。ごみがゼロというのは難しいと思いますが、意識としてはできる
限りそこに近づきたいと考えています。将来的には協力してくれている学生ボランティアの方たち
といっしょに、ワークショップなどを交えながら、イベントの中に環境を考えるブースを作れたら
いいなと思っています。

A．
Ｑ．この活動を通して何か伝えたいこと、また今後の目標をお聞かせください。

ごみ分別のブースです。イベント来場者の皆さんに手持ちのごみを
直接ブースへ持ち込み、分別してもらうもので、イベント会場によっ
ては10品目以上に分別します。きちんと分別して詰めれば、ごみ袋
の数は驚くほど少なくなります。ブースの出展に伴う道具の貸出しは
無料ですが、主催者側には分別の案内をするボランティアを集めてい
ただくことと、ごみの運搬や処理はしないということを出展の条件と
してお伝えしています。

A．
Ｑ．エコ・リサイクルブースとはどのようなものですか。

レンタルモップでおなじみのダスキンが，『身近に、未来に、エ
コのタネまき』という環境スローガンのもと、全国で展開している「ク
リーンアップマイタウン活動」。オリジナルの軍手やごみ袋を配布し
て、身近な地域のごみ拾いをする取り組みですが、この活動の一
環として「株式会社ダスキン福岡」が行っているのが、地域で行わ
れるイベント会場へのエコ・リサイクルブースの出展。イベント終
了時に残るごみの少なさに、関係者からも驚きの声が上がっていま
す。今回は、この素晴らしいアイデアを形にした同社代表取締役社
長の横尾英聡さんにお話を伺いました。 横尾　英聡さん

正しい分別で“ごみを出さないイベント”作りのお手伝い
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西部３Ｒステーション 講座・イベント情報
西部３Ｒステーションでは、３Ｒ実践講座や各種体験講座を開催しています。福岡市内に在住の方、
通勤、通学されている方なら、どなたでもご参加いただけます。身近な３Ｒを体験してみませんか?

７月の「３Ｒ実践講座」

体験講座！ すべて無料です！！

西部3Rステーションのイベント情報やくらしに役立つごみ減量3R情報が満載です！

開館時間：10：00～17：00（衣類等の持ち込みは16:00まで）
休 館 日：月曜日（祝日の場合は開館し、次の平日休館）
     年末年始（12月28日～1月3日）
住　　所：福岡市西区今宿青木1043-2（クリーンパーク西部内）
Ｔ Ｅ Ｌ：092-882-3190  FAX：092-882-4580

西部3Rステーション ご利用案内

福岡市西部3Rステーション 検索［ウェブサイト］ http://www.fukuoka-seibuplaza.com

この印刷物は自然環境保護の
ために再生紙を使用し、植物油
インキで印刷しています。

編集・発行　公益財団法人 ふくおか環境財団
お問い合せ　福岡市西部3Rステーション（リサイクルプラザ）
　　　　　　福岡市西区今宿青木1043-2　TEL：882-3190　FAX：882-4580

10:30～15:00
所要時間30分程度
【申込】随時

つまみ細工の花飾り 廃材で作る動物スタンプセット お花のメモスタンド

牛乳パックで紙すき体験

牛乳パックでメモ＆フォトブック

トイレットペーパーの芯で
ふわふわウサギ

ecoでおしゃれなマグネット
インテリア

ハーブ入り“リサイクル”
せっけん作り
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10:30～15:00
所要時間30分程度
【申込】随時

毎日 10:30～11:30
【定員】10名／日（先着順）
【申込】希望日の
　　　３日前まで

水曜日

★体験講座の申込方法★ 電話、又は西部３Ｒステーションの２階受付で直接お申込みいただくか、
①体験内容②住所③氏名④年齢⑤電話番号を明記のうえ、ＦＡＸにて下記あてにお申込みください。

生ごみ堆肥相談会

「ワークショップ祭り2017」同時開催　フリーマーケット出店者募集！

ダンボールコンポスト講習会
生ごみの堆肥化でお困りの方は何でも相談下さい。
場　所／２Ｆ啓発コーナー
参加費／無料  事前申込／不要
●ふくおか環境倶楽部主催
日 時／毎週土曜日　１３：００～１６：００ 

●ＮＰＯ法人循環生活研究所主催
日 時／毎月第２金曜日　１０：３０～１４：００

●ふくおか環境倶楽部主催
日　時／毎月第４土曜日　１０：３０～１２：００
場　所／２Ｆ啓発コーナー　　参加費／無料
事前申込／不要　　※基材・テキスト購入可

ダンボールコンポストを始めてみたいという方、ご参加ください。ご家庭で使いみちの無い
堆肥は引き取り、新しいコンポスト基材と無料で交換いたします。まずはご相談ください。

衣類のリフォーム教室　【全１２回】 一閑張　【全３回】
日時／平成２９年７月５日㈬～９月２０日㈬
　　　原則水曜日　１３：００～１６：００
定員／１０名（抽選）
参加費／１，０００円
場所／２階研修室
応募締切／６月２２日㈭必着

日時／平成２９年７月６日㈭、１３日㈭、２０日㈭
　　　１３：００～１６：００
定員／１５名（抽選）　参加費／５００円
場所／２階研修室
応募締切／６月２２日㈭必着

※不明な点はお問い合わせください。
持ってくるもの／リフォームしたい洋服や着物（着物はほどいて洗い、アイロンを
かけておく）、型紙用紙（模造紙など）、裁縫道具一式、ものさし、筆記用具。

持ってくるもの／家にある竹カゴ、ザル、
お菓子の空き箱等。カゴや箱に貼る布（着物地や帯地等もよい）、
和紙、反故紙（書き損じの半紙、包装紙など）。

着物でワイドパンツ（１枚の型紙でパンツ２種）
　【全３回】

パッチワーク教室　【全１４回】

日時／平成２９年７月１４日㈮・２１日㈮・２８日㈮
　　　１３：００～１６：００
定員／１５名（抽選）　参加費／５００円
場所／２階研修室　応募締切／６月２９日㈭必着

日時／平成２９年７月２５日㈫～１１月１４日㈫
　　　原則火曜日
　　　１３：００～１６：００
定員／１２名（抽選）
参加費／１，５００円
応募締切／７月１１日㈫必着持ってくるもの／着物２枚（ほどいて洗い、アイロンをかけておく）、

または９０～１１０㎝幅の布２２０㎝を２枚、３㎝幅のゴム（ウエスト寸法程度
２本）、型紙用紙、定規、筆記用具、裁縫道具一式、メジャー、紙用・布用はさみ。

持ってくるもの／本体用の布３５㎝×５０㎝、
はぎれ２種類以上、縫い針（四ノ二）、手縫い糸（６０番手）、しつけ針、しつけ糸、布用はさみ。

はがき、ＦＡＸ、または西部３Ｒステーションの２階受付で①希望講座②住所③氏名④年齢⑤電話番号を必ず明記し、
ご応募ください。抽選の上、当選者のみはがきで詳細をご案内いたします。【応募方法】

※基本のワイドパンツ

※１作目はアップリケのポーチ（写真は表と裏）

日時／平成２９年７月１７日（祝・月）１０：００～１４：００
場所／西部３Ｒステーション　１階ピロティ
区画／１６区画（抽選）　※少雨決行

応募資格／市内在住、または市内に通勤・通学する２０歳以上の人
　　　　　（販売業者でない方）
締切／平成２９年６月２９日（木）（必着）

●往復はがき、またはＦＡＸにて「７月のフリーマーケット希望」とご記入のうえ、住所、年齢、電話番号を明記し、ご応募ください。

初心者
向け


